
 
 

 

  

 
 

  

      

 

各種学力調査の結果について 
 

今年度、４月に各学年で実施した各種学力調査の結果についてお知らせします。 

 

１ 全国・県・市学力調査の結果（全国・県・市と本校生徒の平均正答率の比較） 
上回る：〇 ほぼ同等：≒  下回る：▲ 

 
国語 数学 英語 

第１学年 〇（市） ▲（市）  

第２学年 ▲（県） 〇（県） ９月２９日ＩＢＡ実施 

第３学年 〇（全国） 〇（全国） ≒ （全国） 

 
２ 成果と課題、今後の取組 
＜３年＞ 

  各教科の正答率は、どの教科も全国平均を上回り、英語科も県の平均を上回り良好な結果であ

った。 

国語科は「知識及び技能」「話すこと・聞くこと」「書くこと」では長崎県平均を５ポイント以

上上回っており、学習内容が定着している。また、2年時では記述式の正答率が県平均より 3ポ

イントほど低かったが、今年度は県平均を 6ポイン程度上回っており、単元末に書くことを習慣

化していた効果が出たと思われる。一方で「読むこと」についてはわずかではあるが全国・県を

下回っている。対策として語彙力をつけさせ、言葉の意味を把握させたうえで、表現の効果につ

いて考えさせる。これにより、深く文章の内容を読み取る力を向上させたい。 

数学科は、学習指導要領のほとんどの領域で長崎県や全国の平均を上回っており、２年次の段

階では県の平均を下回っていたことを考えると、確実に学力が定着していることがわかる。特

に、自分の考えの根拠を問うような問題に関しては、長崎県や全国の正答率をおよそ１０％も上

回り、無解答率もかなり低い。全体的に大きな課題はないが、知識を問うような基本的な問題に

関しては、正答率が低い問題も数題あり、受験対策を行っていくなかで再定着を図りたい。ま

た、受験に向けて１点でも高い点数をとるために、見直しに時間をかけることの徹底と最後の１

秒まであきらめずに粘り強く取り組む姿勢を身につけたい。 

英語科は、平均正答数が全国平均とは同等で県平均を上回る結果であった。特に「聞くこと」

の領域では県平均・全国平均を 14ポイント上回るなど、話の要点や必要な情報を聞き取る力が

着実に身に付いていることがうかがえる。また、長崎県の課題である「目的に応じて、自分の考

えを整理し、まとまりのある英文を書く」力についても、全国平均・県平均を上回っており、自

分の考えを英語で表現する力が育っていることが分かる。さらに、「読むこと・書くこと」の領域

においても概ね全国平均に近い結果となっており、基礎的な力の定着が見られる。「書くこと」に

ついて一定の成果は見られるものの、読んだ内容を踏まえて自分の考えをより豊かに表現する力

については、引き続き高める必要がある。今後は、授業や帯活動の中で自分の考えとその理由を
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英語で書く活動を継続するとともに、読んだ内容を要約したり、自分の意見を書いたりする学習

を充実させる。また、「読むこと」と「書くこと」を関連付けた言語活動を通して表現力の向上を

図り、一人一人の英語力の定着と活用につなげていく。 

＜２年＞ 

国語科は県平均を下回り努力を要する結果であったが、数学科は大きく上回る結果で昨年から

の成長が感じられる。 

国語科は、自分の考えの根拠を明確にして表現する問題において、平均で 10ポイント以上、

県平均を下回る結果となった。特に、「資料と自分の考えの結びつきを明確にして、自分の考えを

書く問題」が県平均を大きく下回っており、資料を読み取ることとその情報を使って自分の考え

を書くことに課題があることがわかった。また、無解答率は 10％を超える結果となったが、昨年

度の市学力に比べると、約 10ポイント改善されていたため、自分の考えを書くこと自体への抵

抗は 1年生の頃に比べると少しずつなくなってきていることがわかる。今後は、資料から適切に

情報を抜き出し、そこから読み取ったことを踏まえて自分の考えを書く力を身につけるため、資

料を使った条件作文を授業内でも扱い、学力向上を目指す。 

数学科は、県平均を上回る結果であった。特に、「方程式を解く」や「データがまとめられた表

から代表値を求める」問題など、知識・技能を問う問題で県平均を 15％上回り、昨年からの成長

が感じられた。課題は、説明する問題。記述式の問題全３問のうち２問が県平均を下回る結果で

あった。その要因として、問われているものと解答のずれや、問題文に記述されている特定のポ

イントを抑えきれていないことがある。解くための基本的な力は身についているので、解くため

に逆算的に考えることや、様々な意見に触れることで１つの問題をいろいろな考え方で取り組め

るよう、学習活動を仕組んでいく。 

＜１年＞ 

国語科は市平均を少し上回り、数学科は下回っていた。学校の課題としている問題について

は、ともに努力を要する結果となった。 

国語科は、自分の考えの根拠を明確にして表現する問題として「意図に応じて話の内容を捉

え、適切な質問をする問題」と「条件に応じて、自分の考えとその理由を書く問題」が出題され

た。前者は市平均を上回ったが、後者は市平均を少し下回る結果となった。この結果から、特

に、与えられた条件に沿って自分の考えを書く力が弱いことがわかる。また、無解答率は平均で

10％を超えていた。今後は、授業内の条件作文を書く活動を通して、与えられた条件を丁寧に読

み、順序や接続語の使い方などを意識して文章を書く力を高めていく。 

数学科は、学習指導要領のほとんどの領域で、長崎県や全校の平均と近い正答率であった。特

に平面図形の正六角形の対称軸の本数や、反比例の関係の表に当てはまる数を求める問題で全国

平均を大きく上回った。しかし、面積や体積、単位量当たりの大きさ、百分率や平均、グラフの

読み取り、根拠をもとに記述する問題に課題が見られた。課題改善に向け、授業時に数直線や具

体物を用いて本質的な概念理解を図ること、身近なデータを扱い、グラフから読み取れた事実を

言語化すること、「結論＋根拠」の文型を提示し論理的に書く力を養うことなどに取り組む。 

 

梅香崎中学校では、【自分の考えの根拠を明確にして表現する力】を重点課題として授業改善

に取り組んでいます。今回の各種学力調査結果では、３年生はその部分がかなり改善されていま

した。他の学年はまだ不十分ですので、再度重点課題を意識して上記の対策に取り組み、今後も

継続して学力向上に努めてまいります。 

   


